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秋
田
退
教　

篠
田
正
史
単
会
代
表

昨
年
7
月
の
水
害

に
お
見
舞
い
を
い
た

だ
き
感
謝
し
て
い
る
。

各
支
部
と
メ
ー
ル
で

や
り
と
り
し
て
思
っ

た
の
だ
が
、
書
類
を
郵
送
だ
け
で
な
く

メ
ー
ル
を
活
用
し
た
ら
い
い
の
で
は
な
い

か
。

北
退
教　

筒
井
比
呂
志
単
会
代
表

あ
の
悪
名
高
い
長

谷
川
岳
が
、
北
海
道
、

札
幌
の
職
員
を
東
京

に
呼
び
、
お
金
を
使

わ
せ
た
こ
と
の
原
因

が
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
っ
た
こ

と
を
ふ
ま
え
全
国
の
支
援
を
お
願
い
し
た

い
。

石
川
県
退
教　

角
三
外
弘
単
会
代
表

地
震
の
際
の
ご
支

援
、
激
励
に
感
謝
し

た
い
。
5
カ
月
た
っ

て
い
る
が
復
旧
は
進

ん
で
い
な
い
。
退
教

会
員
も
亡
く
な
っ
た
。
石
川
で
は
毎
年
、

「
原
子
力
防
災
訓
練
」
を
実
施
し
て
い
る

が
、
原
発
5
キ
ロ
圏
内
の
居
住
者
は
ほ
と

ん
ど
高
齢
者
で
「
自
分
達
で
終
わ
り
だ
か

日
退
教
は
、
昨
年
9
月
に
結
成
50
周
年
を
迎
え
ま
し

た
が
、
各
単
会
の
代
表
者
が
集
ま
る
２
０
２
４
年
6
月

7
日
の
組
織
代
表
者
会
議
の
後
に
、
50
周
年
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
、
昨
年
秋
か
ら
実
行
委

員
会
で
、
検
討
準
備
し
て
き
ま
し
た
。

組
織
代
表
者
会
議
は
、
総
会
と
1
年
交
代
で
行
わ
れ
、

各
単
会
1
名
の
代
表
と
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
代
表
9
名
で
構

成
さ
れ
ま
す
。

今
年
は
、
来
賓
あ
い
さ
つ
を
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
お
願

い
し
、
日
教
組
政

策
局
次
長
の
薄
田

綾
子
さ
ん
か
ら

「
働
き
改
革
」
の

講
演
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

議
長
は
竹
田
正

夫
さ
ん
（
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
）
と

添
田
悦
子
さ
ん

（
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

女
性
代
表
）
が
行

い
ま
し
た
。

発
言
者
は
18
名

で
し
た
の
で
、
発

言
内
容
の
概
略
を

報
告
し
ま
す
。
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50周年レセプション終わる50周年レセプション終わる

９月４日（水）13：00　日本教育会館
　　地公三単産・地公退高齢者集会
　　（終了後、女性参加者の集い）
９月５日（木）13：00　文京区シビックホール
　　退職者連合全国高齢者集会
　　（午前中、日退教・退女教合同の政治学習会）
10月10日（木）11：00　五者学習会
　　ラポール日教済（終了後、役員会）
10月11日（金）10：00　日退教組織活動交流集会
　　ラポール日教済
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ら
、
逃
げ
な
く
て
も
い
い
」
と
い

う
。
避
難
計
画
で
は
バ
ス
が
迎
え

に
き
て
一
時
避
難
所
へ
行
く
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
絵
に
描
い
た

餅
に
も
な
ら
な
い
。
今
回
、
奥
能

登
は
道
路
が
崩
れ
、
救
援
に
入
れ

な
い
状
況
だ
っ
た
。
港
の
海
底
も

隆
起
し
て
船
も
使
え
な
い
。「
志

賀
原
発
を
廃
炉
に
！
」
訴
訟
を

闘
っ
て
い
る
が
、
六
月
三
〇
日
に

金
沢
で
全
国
集
会
を
持
つ
。
全
国

連
携
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

新
潟
県
退
教　

大
坂
和
夫
単
会
代
表

地
震
に
際

し
て
、
皆
さ

ん
か
ら
の
ご

支
援
に
感
謝

し
た
い
。
本

県
会
員
で
も
半
壊
、
損
壊
の
被
害

が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
会
員
同

士
の
助
け
合
い
で
、
連
帯
感
を
強

め
た
。
新
潟
に
は
世
界
最
大
級
の

柏
崎
刈
羽
原
発
が
あ
り
、
再
稼
働

を
検
討
中
だ
。
新
潟
は
富
山
の
海

を
隔
て
て
能
登
半
島
に
も
近
い
。

こ
れ
か
ら
動
く
だ
ろ
う
と
い
う
佐

渡
の
近
く
の
活
断
層
も
あ
る
。
新

潟
で
は
か
つ
て
、住
民
運
動
に
よ
っ

て
巻
町
の
原
発
建
設
計
画
を
阻
止

し
た
。
全
国
の
皆
さ
ん
と
連
帯
し

て
運
動
を
構
築
し
て
い
き
た
い
。

沖
縄
高
退
教　

安
次
嶺
美
代
子
単
会
代
表

辺
野
古
へ

の
支
援
に
感

謝
し
、
新
し

く
変
わ
っ
た

こ
と
を
報
告

す
る
。
4
月
の
強
制
代
執
行
の
後
、

工
事
用
ト
ラ
ッ
ク
の
出
入
り
が
第

2
、
第
3
ゲ
ー
ト
か
ら
第
4
ゲ
ー

ト
の
方
に
変
わ
っ
て
テ
ン
ト
前
か

ら
バ
ス
で
移
動
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
埋
め
立
て
が
進
ん
で
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
て
い
る
が
、
軟
弱
地

盤
が
あ
り
埋
め
立
て
は
14
％
し
か

進
ん
で
い
な
い
。
こ
こ
に
1
日
２

０
０
０
万
円
の
防
衛
費
が
つ
ぎ
込

ま
れ
て
い
る
。
日
本
の
防
衛
費
の

半
分
近
く
の
予
算
が
つ
ぎ
込
ま
れ

る
の
は
ど
う
い
う
配
分
な
の
か
疑

問
が
残
る
。
地
方
自
治
の
破
壊
に

も
繋
が
る
問
題
で
、
全
国
の
仲
間

と
い
っ
し
ょ
に
闘
っ
て
い
き
た
い
。

宮
崎
県
退
教　

土
岐
宗
春
単
会
代
表

資
料
で
は
、

「
防
衛
装
備

移
転
3
原

則
」
と
運
用

指
針
を
国
会

の
議
論
を
経
ず
決
定
し
、「
戦
争

を
煽
る
国
」
へ
と
変
貌
し
て
い
る

と
批
判
し
、
安
保
3
文
書
に
基
づ

く
防
衛
産
業
強
化
法
、
兵
器
や
軍

事
技
術
の
輸
出
規
制
緩
和
政
策
に

反
対
す
る
と
あ
る
が
、
立
憲
民
主

党
は
賛
成
し
て
い
る
。「
教
え
子

を
再
び
戦
場
に
送
ら
な
い
」
た
め

に
、
こ
の
法
律
が
拡
大
解
釈
さ
れ
、

武
力
で
解
決
す
る
方
向
に
行
く
の

を
懸
念
し
て
い
る
。
立
憲
に
も
日

退
教
の
立
場
で
要
望
し
て
ほ
し
い
。

千
葉
県
退
教　平

野
直
比
古
単
会
代
表

少
子
化
対

策
と
し
て
公

的
医
療
保
険

の
お
金
を
他

に
回
そ
う
と

し
て
い
る
。
防
衛
費
を
43
兆
円
ふ

や
し
て
つ
か
お
う
と
し
て
い
る
の

だ
か
ら
少
子
化
対
策
の
金
も
こ
れ

を
ま
わ
す
べ
き
で
な
い
だ
ろ
う
か
。

山
口
退
教　

山
田
久
雄
単
会
代
表

宮
崎
の
発

言
に
共
感
す

る
。
大
企
業

の
内
部
留
保

は
ど
ん
ど
ん

増
え
、
太
っ
て
い
る
が
、
労
働
者

階
級
が
分
断
さ
れ
て
い
る
な
か
、

団
結
が
必
要
。
若
い
人
は
、
戦
争

は
嫌
だ
と
言
っ
て
い
る
し
、
苦
労

し
て
い
る
庶
民
が
戦
争
に
動
員
さ

れ
な
い
た
め
に
、
立
憲
民
主
党
、

国
民
民
主
党
、
日
退
教
に
希
望
を

持
っ
て
い
る
。「
教
え
子
を
再
び

戦
場
に
送
ら
な
い
」
た
め
に
運
動

を
粘
り
強
く
や
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

鹿
児
島
高
退
教　

小
原
健
単
会
代
表

福
島
学
習

の
旅
と
日
退

教
通
信
の
報

告
に
関
し
て

発
言
。

２
０
１
１
年
3
月
11
日
の

東
日
本
大
震
災
で
、
宮
城

県
石
巻
市
の
大
川
小
学
校

で
は
学
校
に
い
た
78
名
中

74
名
が
津
波
に
の
ま
れ
て

亡
く
な
っ
た
。
法
的
責
任

を
問
う
と
遺
族
が
起
こ
し

た
訴
訟
で
、「
先
生
の
言

う
こ
と
を
聞
い
た
の
に
」

と
い
う
こ
と
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
職
員
の

ま
と
ま
り
、
職
員
会
議
が

で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
学

校
が
子
ど
も
の
命
の
最
後

の
場
所
に
な
っ
て
は
い
け

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
い
。

都
退
教　

谷
口
滋
単
会
代
表

7
月
7
日

の
都
知
事
選

に
つ
い
て
小

池
都
政
は
8

年
間
都
政
を

私
物
化
し
て
き
た
。
連
合
は
判
断

し
な
い
が
、
都
退
教
は
蓮
舫
支
持

で
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
東
京
に
は

２
０
０
０
人
以
上
の
ア
イ
ヌ
の
人

が
住
ん
で
い
る
。
10
万
人
以
上
の

署
名
を
集
め
杉
田
水
脈
議
員
の
差

別
発
言
へ
の
罰
則
規
定
を
も
う
け

る
運
動
を
展
開
中
で
あ
る
。

団結がんばろう‼
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北
退
教　

筒
井
比
呂
志
単
会
代
表

北
海
道
浦
幌
町
の
ア
イ
ヌ
団
体

が
サ
ケ
漁
は
固
有
の
権
利
と
求
め

た
裁
判
が
、
4
月
札
幌
地
裁
で
認

め
ら
れ
な
い
と
い
う
不
当
な
判
決

が
出
た
。
国
際
的
に
は
当
然
の
先

住
民
の
権
利
が
日
本
で
は
認
め
ら

れ
な
い
恥
ず
か
し
い
も
の
で
あ
る
。

ア
イ
ヌ
新
法
を
改
定
す
る
ま
で
に

克
服
し
て
い
き
た
い
。

福
岡
高
退
教　

今
橋
省
三
単
会
代
表

憲
法
の
前

文
「
全
世
界

の
国
民
が
、

等
し
く
恐
怖

と
欠
乏
か
ら

免
れ
、
平
和
の
裡
に
生
存
す
る
権

利
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
」

と
あ
る
が
、
日
本
だ
け
に
限
ら
れ

な
い
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
攻
撃

で
も
国
際

司
法
裁
判

所
が
停
止

命
令
を
出

し
て
い
る

の
で
、
国

際
法
が
守

ら
れ
る
よ

う
に
し
な

け
れ
ば
な

ら
な
い
。

憲
法
押
し
つ
け
論
、
改
正
を
キ
ッ

ク
バ
ッ
ク
議
員
が
言
っ
て
い
る
が
、

国
会
無
視
の
行
き
着
い
た
と
こ
ろ

が
裏
金
事
件
で
あ
る
。
憲
法
を
守

れ
と
言
っ
て
い
く
の
が
日
退
教
の

努
め
で
は
な
い
か
。

佐
賀
退
教　

坂
口
広
則
単
会
代
表

連
休
明
け

に
玄
海
町
長

が
「
核
の
ゴ

ミ
」
の
処
分

地
選
定
の

「
文
献
調
査
」
を
受
け
入
れ
表
明

し
た
が
、
話
が
出
て
か
ら
1
ヶ
月

で
決
定
し
、
漁
業
・
農
業
関
係
者

は
決
定
に
関
わ
っ
て
い
な
い
し
町

民
へ
の
説
明
も
な
く
、
町
内
・
県

内
か
ら
抗
議
の
声
が
上
が
っ
て
い

る
。
玄
海
町
に
は
炭
鉱
も
あ
り
、

最
終
処
分
場
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く

な
い
。
来
週
行
わ
れ
る
県
退
教
総

会
で
も
こ
の
問
題
を
特
別
決
議
と

し
て
あ
げ
て
い
く
。

高
知
退
教　

門
田
権
四
郎
単
会
代
表

日
教
組
か

ら
２
０
２
５

年
7
月
の
参

議
院
議
員
選

挙
で
は
日
政

連
議
員
の
水
岡
さ
ん
支
持
を
現
退

一
致
で
取
り
組
む
よ
う
指
示
が
出

て
い
る
。
具
体
的
に
は
情
宣
資
料

を
活
用
し
て
①
水
岡
さ
ん
を
浸
透

さ
せ
、
日
政
連
議
員
の
必
要
性
を

流
す
、
②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
、
本
人
と
対
話
を
す
る

ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
な
ど
に
取
り
組
む
、

③
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
家
庭
訪
問
な

ど
に
取
り
組
む
、と
あ
る
。
教
育
・

平
和
・
福
祉
の
た
め
、
現
職
の
活

動
し
に
く
い
と
こ
ろ
を
補
う
活
動

を
し
よ
う
。

四
国
ブ
ロ
ッ
ク　

山
中
千
枝
子
女
性
代
表

四
国
ブ
ロッ

ク
に
退
女
教

が
入
っ
た
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
に
つ
い

て
、
法
律
が
整
備
さ
れ
た
り
し
て

進
ん
だ
面
が
あ
る
が
、
未
だ
に
親

分
子
分
の
関
係
、
差
別
が
残
っ
て

い
る
な
ど
、
変
わ
っ
て
い
な
い
こ

と
が
多
い
。
昭
和
22
年
に
新
憲
法

が
施
行
さ
れ
、
廃
止
さ
れ
た
は
ず

の
家
父
長
制
が
現
実
に
残
っ
て
い

る
の
は
教
育
、
啓
発
が
浸
透
し
て

い
な
い
た
め
。
徹
底
的
に
課
題
に

つ
い
て
話
し
合
い
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
の
問
題
な
ど
、
解
決
に
向
け

て
具
体
的
、
系
統
的
な
取
り
組
み

が
必
要
だ
。

埼
玉
退
教　

石
川
博
単
会
代
表

２
０
２
４

年
3
月
19
日　

の
総
が
か
り

行
動
が
１
０

０
回
を
迎
え

た
。
10
年
間
続
け
て
き
た
私
た
ち

の
力
が
こ
れ
か
ら
の
改
憲
阻
止
に

つ
な
が
る
と
思
う
。

滋
賀
退
教　

大
谷
和
雄
単
会
代
表

子
ど
も
基

本
法
に
つ
い

て
。
不
登
校

の
子
ど
も
達

は
こ
の
十
年

間
で
二
〜
三
倍
、
急
激
に
増
え
て

い
る
。
滋
賀
で
も
子
ど
も
若
者
審

議
会
で
条
例
検
討
部
会
を
設
け
て

い
る
。
議
論
の
中
心
は
子
ど
も
の

意
見
表
明
権
だ
。
検
討
部
会
の
中

に
は
高
校
生
も
入
っ
て
い
る
が
、

積
極
的
な
子
だ
け
で
は
な
く
、
不

登
校
の
子
や
い
じ
め
を
受
け
た
子

な
ど
、
大
人
た
ち
に
声
の
届
か
な

い
子
達
の
意
見
を
聞
く
べ
き
、
と

い
う
前
向
き
の
意
見
も
出
て
い
る
。

子
ど
も
の
意
見
を
反
映
さ
せ
て
政

策
に
生
か
そ
う
と
い
う
意
識
を
も

ち
、
子
ど
も
基
本
法
が
で
き
た
こ

と
を
日
退
教
も
発
信
し
て
ほ
し
い
。

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク　

山
根
正
子
女
性
代
表

今
日
の
よ

う
な
会
議
に

女
性
を
増
や

す
こ
と
を
主

張
し
続
け
て

き
た
。
北
海
道
の
地
域
代
表
も
5

ブ
ロ
ッ
ク
の
う
ち
1
つ
は
女
性
を

入
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
だ
ま
っ

て
い
る
と
世
の
中
変
わ
ら
な
い
。

女
性
を
半
数
に
し
た
い
。

決議案を提案する
鍋島初美副会長

50周年記念誌
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◆編集後記◆
　男と女は結婚して子どもをつくり、家
庭を形成するといった日本の伝統的意
識・社会構造が崩れようとしている。若
い時は、苦労しても経験を身に着け、老
後にそなえるといった伝統的「常識」も
若者から拒否されつつある。こうした変
化の中、政治資金問題で「古い政治」を
体現している自民党は、この国の多数派
でなくなりつつある。しかし、「古い政治」
を体現しているのは自民党だけではない
ようだ。未来を担う若者たちのために、
「古い政治」を打破していくことに、私
たちは、今せまられている。  （石）

竹
田
会
長
の
挨
拶
の
後
、
日
教
組
梶
原
貴
委

員
長
挨
拶
、
神
田
香
織
さ
ん
に
よ
る
講
談
「
福

島
の
祈
り
」
を
鑑
賞
し
た
後
、
来
賓
と
し
て
、

人
見
一
夫
退
連
会
長
、
日
政
連
水
岡
俊
一
参
議

院
議
員
の
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。
退
連
野
田
那

智
子
事
務
局
長
に
よ
る
乾
杯
の
音
頭
後
、
歓
談

と
な
り
ま
し
た
。
歓
談
の
最
中
に
、
徳
茂
万
知

子
地
公
退
副
会
長
、
北
村
典
子
退
女
教
会
長
、

瀧
本
司
教
職
員
共
済
理
事
長
、
古
賀
ち
か
げ
日

政
連
参
議
院
議
員
、
さ
ら
に
、
日
退
教
と
連
携

し
て
い
る
出
版
社
「
郁
朋
社
」
の
猪
越
美
樹
さ

ん
、
日
退
教
の
海
外
旅
行
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
旅
行
社
「
グ
ロ
ー
シ
ー
ズ
・
サ
ポ
ー
ツ
」
の

尾
崎
明
子
さ
ん
の
挨
拶
も
受
け
ま
し
た
。

今
回
は
、
40
周
年
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
以
来

の
10
年
ぶ
り
と
あ
っ
て
、
和
気
あ
い
あ
い
と
交

流
が
進
み
、
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
み
な
さ
ん
に
よ

る
鳴
子
を
鳴
ら
し
な
が
ら
の
「
よ
さ
こ
い
」、

こ
れ
に
瀧
本
司
さ
ん
、
古
賀
ち
か
げ
議
員
ら
も

一
緒
に
踊
り
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。
最
後
は
、
日
退
教
坂
田
勲
副
会
長
に
よ

る
詩
吟
に
感
銘
を
受
け
な
が
ら
閉
会
し
ま
し
た
。

50周年記念レセプション、
盛大に開催！！

神田香織さん　

四国ブロック「よさこい」

日退教坂田勲副会長

日教組梶原貴中央執行委員長

郁朋社　猪越美樹さん

グローシーズ・サポーツ　
尾崎明子さん


